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17 1980年代における南北統一運動のための日本教会の役目と寄与

一
九
八
〇
年
代
に
お
け
る
南
北
統
一
運
動
の
た
め
の
日
本
教
会
の
役
目
と
寄
与

李　
　

致　

萬

は
じ
め
に

「
朝
鮮
半
島
の
南
北
分
断
は
現
代
世
界
の
政
治
構
造
と
理
念
体
制
が
生
ん
だ
罪
の
結
果
で
あ
る
。
世
界
超
大
国
た
ち
の
軍
事
的
理
念
的
対

決
と
お
互
い
の
紛
争
の
中
で
朝
鮮
民
族
は
贖
い
の
羊
の
苦
難
に
あ
っ
て
き
た
）
1
（

」。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
は
正
義
と
平
和
の

福
音
を
実
践
す
る
宣
教
的
伝
統
に
よ
っ
て
南
北
の
分
断
を
乗
り
越
え
て
民
族
が
大
同
団
結
す
る
平
和
統
一
を
念
願
し
な
が
ら
実
践
し
て
来

た
。
し
か
し
、
分
断
の
障
壁
は
現
実
世
界
の
政
治
構
造
と
理
念
の
中
に
も
根
深
く
、
堅
く
め
り
こ
ん
で
い
る
こ
と
な
の
で
、
手
軽
に
飛
び
越

え
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
は
朝
鮮
半
島
の
統
一
問
題
ア
プ
ロ
ー
チ
で
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
中
で
兄
弟
と
な
っ
た
世
界
の
教
会

と
の
協
力
を
必
要
と
し
た
。
世
界
教
会
は
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
が
受
け
た
苦
難
を
十
分
に
共
感
し
て
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
平
和
統
一
の
意
志
に

賛
意
を
送
っ
て
積
極
的
に
支
援
す
る
一
方
、
東
山
荘
協
議
会
（
一
九
八
四
・
一
〇
）
を
拠
点
に
朝
鮮
半
島
統
一
問
題
を
全
世
界
に
訴
え
る
役

割
を
果
た
し
て
き
た
。
や
が
て
「
第
一
回
グ
リ
オ
ン
会
議
」（
一
九
八
六
・
九
）
で
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
世
界
教
会
が
見
守
る
中
で
分

断
後
初
め
て
一
つ
の
席
で
共
に
礼
拝
し
て
聖
餐
を
分
け
て
熱
く
抱
擁
す
る
歴
史
的
出
会
い
を
持
っ
た
。
以
後
、
現
代
世
界
の
政
治
構
造
お
よ
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び
理
念
体
制
の
現
実
的
、
構
造
的
制
約
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
統
一
は
誰
も
否
め
な
い
世
界
的
イ
シ
ュ
ー
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
南
北
キ
リ
ス
ト
教
が
分
断
の
障
壁
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
主
体
的
意
志
の
結
実
で
あ
る
一
方
、
朝
鮮
民
族
が
体
験
し
て
い
る
贖

い
の
羊
の
苦
難
を
世
界
教
会
と
世
界
市
民
が
慰
め
て
励
ま
し
た
結
果
で
も
あ
る
。

本
稿
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
運
動
が
芽
を
出
し
て
熟
し
つ
つ
あ
る
一
九
八
〇
年
代
を
中
心
に
、
世
界
教
会
、
特
に
隣
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
が

こ
の
運
動
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
認
識
を
持
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
し
た
の
か
、
そ
し
て
そ
の
意
義
は
何
な
の
か
調
べ
よ
う
と
す
る
目

的
で
書
か
れ
た
。 
ま
た
、
本
稿
は
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
を
歴
史
的
に
注
目
し
つ
つ
書
か
れ
た
。

1
．
解
放
以
後
の
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
足
跡）

2
（

解
放
以
後
の
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
が
成
り
立
っ
た
の
は
日
韓
国
交
正
常
化
の
影
響
だ
と
要
約
し
て
言
え
る
。
日
韓
両
国
は
一
九
六
五
年

六
月
二
二
日
、「
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
基
本
関
係
に
関
す
る
条
約
」
い
わ
ゆ
る
「
日
韓
基
本
条
約
」
を
調
印
し
た
。
こ
の
条
約
は
、

両
国
の
基
本
関
係
を
大
使
級
外
交
関
係
と
規
定
す
る
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
）
3
（

。
こ
れ
に
対
し
て
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
は
「
日
韓
基
本
条
約
」
の

批
准
を
反
対
す
る
た
め
に
声
を
荒
げ
て
い
た
）
4
（

。

一
方
「
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
教
会
協
議
会
」（
以
下
、
N
C
C
K
）
は
、
一
九
六
二
年
五
月
に
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
教
会
協
議
会
」（
以
下
、

N
C
C
J
）
5
（

）
の
代
表
で
あ
る
武
藤
建
、
小
崎
道
雄
、
白
井
康
吉
な
ど
三
名
を
韓
国
に
招
請
し
た
。
こ
れ
で
解
放
以
後
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
会

代
表
の
公
式
的
な
出
会
い
が
成
就
し
た
）
6
（

。
N
C
C
K
の
招
請
を
受
け
た
N
C
C
J
は
、
翌
年
に
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
会
代
表
を
日
本
に
招
請

し
、
一
九
六
四
年
一
一
月
に
は
両
国
の
一
般
信
者
交
流
も
可
能
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
N
C
C
K
・
N
C
C
J
共
同
主
催
で
「
日
韓
信

徒
代
表
協
議
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
両
国
キ
リ
ス
ト
教
系
の
人
的
交
流
は
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
に
新
し
い
場
を
作
っ
た
こ
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と
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
日
本
の
歴
史
的
な
罪
過
が
清
算
さ
れ
な
か
っ
た
状
況
で
、
成
熟
し
た
関
係
に
発
展
す
る
に
は
ま
だ
不
十

分
な
感
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
N
C
C
J
が
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
と
の
人
的
交
流
を
始
め
て
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
で
は
韓
国
に
対
す
る
謝
罪
と
和
解
を

通
し
た
交
流
の
回
復
を
望
む
動
き
が
起
き
た
。
ま
ず
、
日
本
国
内
で
最
大
の
教
団
で
あ
る
「
日
本
基
督
教
団
」（
以
下
、「
教
団
）
7
（

」）
は
、

一
九
六
五
年
二
月
に
、「
教
団
」
議
長
で
あ
る
大
村
勇
を
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
長
老
会
（
以
下
、「
基
長
」）
に
祝
賀
使
節
団
と
し
て
派
遣
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
同
じ
年
九
月
に
開
い
た
「
基
長
」
第
五
〇
回
総
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
で
参
加
し
た
大
村
勇
は
「
日
本
政
府
お
よ
び
国

民
が
犯
し
た
数
多
く
の
政
治
的
人
権
上
の
罪
悪
に
対
し
て
日
本
教
会
は
こ
う
べ
を
垂
れ
て
悔
い
改
め
、
心
か
ら
謝
罪
す
る
」
意
を
表
し
て
、

「
教
団
」
と
N
C
C
J
か
ら
の
挨
拶
を
伝
え
る
こ
と
に
な
っ
た
）
8
（

。
そ
の
年
一
一
月
に
「
教
団
」
の
世
界
宣
教
協
力
委
員
会
が
主
催
す
る
「
教

団
」
と
在
日
大
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
（
以
下
、
在
日
大
韓
教
会
）
9
（

）
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
で
解
放
以
後
、
断
絶
し
た
「
教
団
」
と

在
日
大
韓
教
会
間
の
関
係
が
徐
々
に
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
教
団
」
と
の
交
流
関
係
を
再
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
在
日
大
韓
教
会
は
、

日
本
キ
リ
ス
ト
教
と
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
関
係
改
善
の
飛
び
石
と
し
て
重
要
な
役
割
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
「
基
長
」
総

会
席
上
で
の
大
村
の
謝
罪
と
挨
拶
は
日
韓
両
国
キ
リ
ス
ト
教
の
成
熟
し
た
関
係
の
出
発
点
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

以
後
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
の
交
流
関
係
は
急
進
展
し
た
。
一
九
六
七
年
九
月
に
「
教
団
」
議
長
で
あ
る
鈴
木
正
久
）
10
（

は
、「
基
長
」
総
会
と

大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
（
統
合
）（
以
下
、「
イ
ェ
長
統
合
」）
総
会
を
相
次
い
で
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
総
会
席
上
で
謝
罪
と
挨
拶
を
伝
え

た
。
翌
年
に
は
「
教
団
」
の
書
記
が
韓
国
を
訪
問
し
て
、「
イ
ェ
長
統
合
」、「
基
長
」
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
大
韓
監
理
会
（
以
下
、「
基
監
」）

の
代
表
と
宣
教
協
力
に
関
す
る
協
議
会
を
開
い
て
「
韓
国
の
三
教
会
と
日
本
基
督
教
団
と
の
協
約
」
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

こ
の

協
約
は
各
「
教
団
」
総
会
で
批
准
さ
れ
て
、
一
九
六
八
年
か
ら
韓
国
の
三
教
会
と
「
教
団
」
は
公
式
的
な
宣
教
協
力
関
係
を
結
ぶ
こ
と
に

な
っ
た
。 

初
め
て
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
は
公
式
的
な
関
係
を
結
ん
で
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
交
流
関
係
の
急
進
展
の
象
徴
は
当
時
「
教
団
」
議
長
で
あ
る
鈴
木
の
名
で
一
九
六
七
年
三
月
二
六
日
（
復



20

活
主
日
）
に
発
表
さ
れ
た
「
第
二
次
大
戦
下
に
お
け
る
日
本
基
督
教
団
の
責
任
に
つ
い
て
の
告
白
」、
い
わ
ゆ
る
「
戦
責
告
白
」
で
あ
る
。 

こ
の
告
白
文
は
題
名
で
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
状
況
の
下
で
戦
争
に
協
力
し
た
「
教
団
」
の
責
任
に
だ
け
限

定
さ
れ
た
点
、
ま
た
告
白
の
対
象
で
在
日
朝
鮮
人
お
よ
び
在
日
大
韓
キ
リ
ス
ト
教
会
が
抜
け
て
い
る
と
い
う
点
な
ど
、
日
本
の
植
民
地
支
配

と
侵
略
戦
争
に
対
す
る
全
般
的
な
責
任
に
対
す
る
告
白
文
と
見
な
す
こ
と
は
難
し
い
。
さ
ら
に
「
教
団
」
全
体
の
決
議
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た

も
の
で
は
な
く
、
議
長
名
義
で
行
わ
れ
た
と
い
う
点
で
、
様
々
な
面
で
不
十
分
な
感
が
な
い
で
も
な
い
。
だ
が
、
戦
後
の
日
本
社
会
に
お
い

て
、
言
論
界
、
学
界
、
社
会
団
体
、
宗
教
団
体
を
あ
わ
せ
て
最
初
に
行
わ
れ
た
「
責
任
告
白
」
と
い
う
点
で
そ
の
意
味
が
格
別
だ
と
言
え

る
。
そ
し
て
こ
の
告
白
文
は
、
教
会
と
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
他
宗
教
団
体
お
よ
び
良
心
的
な
知
識
人
社
会
に
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

付
け
加
え
て
、
こ
の
時
期
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
関
係
で
注
目
す
る
こ
と
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
界
の
「
韓
国
堤
岩
教
会
焚
殺
事
件
謝
罪
委

員
会
」
の
結
成
と
謝
罪
活
動
で
あ
る
。
こ
の
委
員
会
の
結
成
と
謝
罪
活
動
は
日
本
の
あ
る
単
立
教
会
（
現
在
の
聖
書
キ
リ
ス
ト
教
会
）
の
尾

山
令
仁
牧
師
の
努
力
で
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
尾
山
牧
師
は
「
日
韓
基
本
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
一
九
六
五
年
一
〇
月
に
韓
国
を
訪
問
し
て
堤

岩
里
（
チ
ェ
ア
ム
リ
）
教
会
を
探
し
た
。
四
六
年
前
、
日
帝
の
蛮
行
に
よ
っ
て
「
見
る
に
哀
れ
な
ほ
ど
粗
末
で
、
雨
が
押
し
寄
せ
て
一
方
の

壁
が
崩
れ
て
、
古
い
瓦
は
潰
れ
る
だ
け
潰
れ
た
状
態
」
の
堤
岩
里
教
会
を
目
の
当
た
り
に
し
た
尾
山
牧
師
は
「
私
た
ち
の
日
本
人
が
過
去
韓

国
に
犯
し
た
罪
に
対
し
て
、
私
た
ち
が
主
イ
エ
ス 

キ
リ
ス
ト
の
名
前
で
赦
さ
れ
る
こ
と
を
」
望
む
切
な
る
心
で
韓
国
に
対
す
る
謝
罪
と
和

解
の
た
め
に
活
動
す
る
こ
と
を
決
心
し
た
）
11
（

。

同
年
一
二
月
に
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
交
流
に
関
心
を
持
っ
た
何
人
か
の
要
人
が
「
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
徒
友
和
の
集
い
」
を
結
成
し
て
韓
国
の

キ
リ
ス
ト
教
徒
を
招
い
て
「
第
一
回
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
徒
友
和
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
い
た
。
こ
の
集
ま
り
に
参
加
し
た
尾
山
牧
師
は
、
堤
岩
里

教
会
の
再
建
を
助
け
よ
う
と
い
う
意
向
を
明
ら
か
に
し
、
日
本
側
参
加
者
の
支
持
を
得
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
一
九
六
七
年
一
一
月
に
第
一
回

発
起
人
集
い
が
開
か
れ
て
、
二
〇
〇
人
余
り
が
発
起
人
で
参
加
し
た
「
韓
国
堤
岩
教
会
の
焚
殺
事
件
の
謝
罪
委
員
会
」
が
発
足
し
た
。
こ
の

委
員
会
は
一
九
六
八
年
四
月
か
ら
募
金
を
始
め
て
、
一
年
間
一
千
万
円
を
目
標
に
日
本
教
会
お
よ
び
日
本
社
会
に
支
援
を
訴
え
た
。
こ
の
募
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金
運
動
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
は
じ
め
と
し
て
各
界
各
層
の
賛
意
と
激
励
に
よ
っ
て
、
予
定
さ
れ
た
一
九
六
九
年
三
月
末
前
に
目
標
額
一
千
万

円
を
達
成
し
た
）
12
（

。

委
員
会
は
目
標
募
金
額
一
千
万
円
が
達
成
さ
れ
て
、
堤
岩
里
（
チ
ェ
ア
ム
リ
）
教
会
の
焚
殺
事
件
の
五
〇
周
年
に
な
る
一
九
六
九
年
四
月

一
五
日
、
堤
岩
里
教
会
の
新
し
い
礼
拝
堂
起
工
式
を
挙
行
し
よ
う
と
思
っ
た
。
だ
が
、
こ
の
日
、
三
一
運
動
当
時
、
堤
岩
里
教
会
の
信
者
お

よ
び
村
人
が
万
歳
運
動
を
行
っ
た
パ
ル
ア
ン
市
場
で
は
遺
族
と
現
地
住
民
た
ち
が
起
工
式
中
止
を
要
求
す
る
デ
モ
を
行
っ
た
。
遺
族
た
ち
は

一
千
万
円
募
金
に
参
加
し
た
日
本
人
に
感
謝
す
る
が
、
と
は
い
え
日
本
人
の
お
金
で
堤
岩
里
教
会
が
立
て
ら
れ
る
の
は
耐
え
ら
れ
な
い
と
い

う
主
張
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
遺
族
会
と
の
協
議
を
通
じ
て
、
全
募
金
額
か
ら
五
百
万
円
で
堤
岩
里
教
会
を
建
設
し
て
、
五
百
万
円
で
遺
族
会

館
を
建
設
す
る
こ
と
に
合
意
し
た
上
で
、
工
事
が
進
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
13
（

。

す
な
わ
ち
委
員
会
の
募
金
活
動
と
右
に
言
及
し
た
「
戦
争
責
任
告
白
」
は
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
中
で
韓
国
に
対
す
る
謝
罪
の
流
れ
を
引
き

出
し
た
重
要
な
契
機
に
な
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
日
本
の
関
西
地
域
に
あ
る
宝
塚
教
会
の
あ
る
信
徒
は
「
一
九
六
七
年
一
二
月

に
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
『
韓
国
堤
岩
教
会
の
焚
殺
事
件
謝
罪
委
員
会
』
と
い
う
名
称
で
委
員
会
を
組
織
し
て
、
二
年
間
に
一
千
万
円
の

募
金
額
を
達
成
し
た
。
宝
塚
教
会
が
こ
れ
に
呼
応
す
る
募
金
を
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
六
七
年
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
が
議
長
名
義
で

い
わ
ゆ
る
『
戦
責
告
白
』
を
し
て
、
我
が
教
会
で
も
そ
れ
に
対
し
牧
師
様
の
説
教
を
聞
い
て
勉
強
会
を
持
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

一
連
の
事
件
の
中
で
私
自
身
が
韓
国
教
会
に
対
し
、
そ
し
て
こ
の
事
件
を
認
識
す
る
こ
と
で
、
こ
こ
に
関
心
を
持
つ
機
会
に
な
っ
た
」
と
述

懐
し
て
い
る
）
14
（

。
こ
の
よ
う
に
「
戦
争
責
任
告
白
」
と
「
韓
国
堤
岩
教
会
の
焚
殺
事
件
謝
罪
委
員
会
」
は
、
日
本
の
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
に

と
っ
て
韓
国
お
よ
び
韓
国
教
会
に
謝
罪
の
姿
勢
を
持
つ
契
機
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
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2
．
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
出
会
い
と
日
本
キ
リ
ス
ト
教

一
九
七
九
年
一
〇
・
二
六
事
態
に
よ
っ
て
維
新
政
権
の
終
末
は
到
来
し
た
が
民
主
化
の
春
は
到
来
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
一
二
・
一
二
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
で
権
力
を
掌
握
し
た
新
軍
部
は
維
新
体
制
よ
り
さ
ら
に
暴
圧
的
な
手
段
を
動
員
し
た
し
、
つ
い
に
八
〇
年
に
五
・
一
八
光
州

民
主
化
運
動
を
残
忍
に
鎮
圧
し
た
り
も
し
た
。
光
州
の
民
主
化
運
動
の
余
波
は
国
際
社
会
が
韓
国
の
人
権
問
題
な
ど
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に

す
る
契
機
に
な
っ
た
。 

世
界
教
会
協
議
会
（
W
C
C
）
等
、
キ
リ
ス
ト
教
国
際
機
構
と
交
流
を
結
ん
で
き
た
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
は
新
軍
部

に
よ
っ
て
強
行
さ
れ
て
い
た
反
人
権
的
、
反
民
主
的
暴
力
を
全
世
界
に
告
発
し
て
、
根
絶
さ
せ
る
た
め
に
は
世
界
教
会
と
の
連
帯
が
必
要
だ

と
認
識
し
始
め
た
）
15
（

。

韓
国
キ
リ
ス
ト
教
が
統
一
問
題
に
関
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
一
年
六
月
ソ
ウ
ル
の
ア
カ
デ
ミ
ー
ハ
ウ
ス
で
「
罪
の
告
白
と
新

し
い
責
任
」
と
い
う
主
題
で
開
か
れ
た
「
第
四
次
韓
・
独
教
会
協
議
会
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
以
後
、
海
外
で
在
外
韓
国
人
の
キ
リ
ス
ト
教

徒
と
北
朝
鮮
側
の
出
会
い
が
ウ
ィ
ー
ン
（
一
九
八
一
・
一
一
）
と
ヘ
ル
シ
ン
キ
（
一
九
八
二
・
一
二
）
で
次
々
に
行
わ
れ
る
一
方
で
）
16
（

、
国

内
で
は
N
C
C
K
に
「
統
一
問
題
協
議
会
」
が
設
置
さ
れ
た
。
だ
が
、
統
一
問
題
協
議
会
が
政
権
の
妨
害
工
作
で
協
議
会
自
体
が
ま
と
も

に
開
催
さ
れ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
）
17
（

。
ま
た
、
民
族
統
一
の
た
め
の
教
科
書
を
研
究
し
た
「
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
員
」
の
一
三
人

が
警
察
の
奇
襲
拘
束
に
よ
っ
て
連
行
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
統
一
議
論
や
統
一
問
題
研
究
さ
え
も
基
本
的
に
封
鎖
さ
れ
て
し
ま
う
国
内
事
情

に
よ
っ
て
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
は
世
界
教
会
お
よ
び
在
外
韓
国
人
教
会
と
の
連
帯
を
通
じ
て
統
一
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ほ
か
は
な
か
っ

た
。こ

れ
に
伴
い
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
と
世
界
教
会
は
、
反
人
権
・
反
民
主
的
な
韓
国
の
状
況
の
核
心
で
あ
り
、
世
界
平
和
に
脅
威
を
与
え
る
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原
因
が
朝
鮮
半
島
の
分
断
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
確
約
す
る
声
を
高
め
た
）
18
（

。
だ
が
、
韓
国

キ
リ
ス
ト
教
が
世
界
教
会
と
の
連
帯
を
通
じ
て
統
一
運
動
の
方
向
性
を
具
体
化
す
る
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
八
四
年
一
〇
月
二
九
日
か

ら
一
一
月
二
日
ま
で
東
京
近
郊
の
東
山
荘
（
日
本
Y
M
C
A
同
盟
）
で
世
界
教
会
協
議
会
（
W
C
C
）
の
国
際
問
題
委
員
会
（
C
C
I
A
）

が
主
催
し
た
「
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
と
定
義
に
関
す
る
協
議
会
」
い
わ
ゆ
る
「
東
山
荘
協
議
会
」
に
参
加
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
協
議
会
は
東
北
ア
ジ
ア
に
お
け
る
平
和
と
正
義
の
た
め
に
過
去
数
十
年
の
間
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
運
動
が
深
い
関
心
を
持
っ
て
き

た
結
果
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
主
催
者
で
あ
る
W
C
C
国
際
問
題
委
員
会
（
C
C
I
A
）
は
協
議
会
を
準
備
す
る
こ
と
で
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト

教
協
議
会
（
C
C
A
）、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
教
会
協
議
会
（
N
C
C
J
）、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
教
会
協
議
会
（
N
C
C
K
）
お
よ
び
韓
国
の

W
C
C
会
員
教
団
ら
と
綿
密
に
議
論
を
進
め
て
き
た
）
19
（

。
当
初
に
は
北
朝
鮮
教
会
と
中
国
教
会
も
招
請
さ
れ
た
。
し
か
し
、
当
時
韓
国
の
政

治
状
況
で
も
、
ま
た
、
共
産
主
義
が
支
配
す
る
北
朝
鮮
に
教
会
が
存
在
す
る
の
か
に
対
す
る
根
本
的
な
懐
疑
を
持
っ
て
い
た
韓
国
教
会
の
一

般
的
な
認
識
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
協
議
会
の
参
加
自
体
が
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
参
加
団
に
は
少
な
く
な
い
負
担
に
な
っ
た
）
20
（

。
結
局
、
北
朝
鮮

教
会
と
中
国
教
会
は
不
参
加
意
思
を
明
ら
か
に
し
、
南
北
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
出
会
い
は
そ
の
後
延
ば
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
）
21
（

。

こ
の
協
議
会
は
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
統
一
問
題
を
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
が
世
界
教
会
と
と
も
に
公
論
化
す
る
最
初
の
国
際
会
議
と
し
て
、
韓

国
キ
リ
ス
ト
教
の
統
一
運
動
に
大
き
な
転
機
を
作
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
協
議
会
の
結
果
と
し
て
提
出
さ
れ
た
「
紛
争
の
平
和
的
解
決
に
対
す

る
展
望
――
東
山
荘
協
議
会
の
報
告
と
建
議
案
」、
い
わ
ゆ
る
「
東
山
荘
報
告
書
」
は
、（
1
）イ
ザ
ヤ
三
二
・
一
七
の
御
言
葉
の
よ
う
に
正

義
は
、
平
和
を
も
た
ら
す
。
そ
れ
で
政
治
的
自
由
、
社
会
平
等
、
人
権
な
ど
の
正
義
の
欠
如
は
緊
張
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。（
2
）世
界

平
和
お
よ
び
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
を
阻
害
す
る
最
も
大
き
い
要
素
は
朝
鮮
半
島
の
分
断
状
況
と
そ
の
下
で
の
民
衆
の
苦
難
で
あ
る
。（
3
）

分
断
を
克
服
す
る
た
め
に
は
信
頼
回
復
お
よ
び
強
化
が
必
要
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
孤
立
し
た
北
朝
鮮
教
会
お
よ
び
北
朝
鮮
住
民
た
ち
と
接

触
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

南
北
朝
鮮
教
会
の
直
接
的
な
接
触
は
政
治
的
理
由
で
難
し
い
状
況
の
た
め
、
韓
国
教
会
と
と
も
に
世
界
教
会

は
北
朝
鮮
教
会
と
の
接
触
、
お
よ
び
南
北
朝
鮮
教
会
の
直
接
的
な
接
触
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
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る
）
22
（

。
す
な
わ
ち
「
東
山
荘
協
議
会
」
は
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
統
一
運
動
の
次
の
よ
う
な
方
向
設
定
に
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
ま
ず
、

正
義
と
平
和
は
別
個
の
こ
と
で
な
く
、
共
に
成
立
す
べ
き
課
題
で
あ
る
。
二
つ
目
、
分
断
を
克
服
し
て
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に
は
南

北
教
会
間
の
出
会
い
と
対
話
が
重
要
で
あ
る
。
三
つ
目
、
ア
ジ
ア
の
平
和
の
た
め
に
は
世
界
教
会
の
よ
り
幅
広
い
参
加
が
必
要
で
あ
る
）
23
（

。
特

に
統
一
運
動
に
お
い
て
南
北
キ
リ
ス
ト
教
の
出
会
い
の
問
題
は
分
断
の
障
壁
で
遮
ら
れ
て
い
る
現
実
的
な
制
約
を
考
慮
す
れ
ば
、
世
界
教
会

の
協
力
は
避
け
ら
れ
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
出
会
い
に
お
い
て
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
比
べ
て
現
実

的
に
接
近
の
可
能
性
が
さ
ら
に
高
い
在
外
韓
国
人
教
会
に
大
き
い
使
命
感
を
も
与
え
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
在
日
大
韓
教
会
の
イ
・
グ
ン
ス

牧
師
は
在
外
韓
国
人
教
会
の
二
種
類
の
使
命
を
次
の
通
り
指
摘
し
て
い
る
。

平
和
統
一
に
関
す
る
在
外
韓
国
人
教
会
の
歴
史
的
使
命
を
考
え
て
み
た
時
、
二
種
類
の
重
要
な
課
題
が
浮
び
上
が
る
。 

一

つ
は
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
出
会
い
の
場
を
保
証
す
る
こ
と
で
あ
り
、
…
…
も
う
一
つ
の
課
題
は
統
一
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
過
程
の

中
で
挫
折
す
る
人
々
と
の
連
帯
と
世
話
で
あ
る
。
…
…
そ
の
痛
み
を
分
け
て
、
連
帯
し
て
世
話
を
す
る
の
は
同
じ
少
数
者
の
痛

み
と
歴
史
を
持
っ
て
い
る
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
）
24
（

。

こ
の
よ
う
な
認
識
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
問
題
を
見
渡
す
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
見
解
と
大
き
く
異
な
ら
な
い
と
言
え
る
。
日
本
キ
リ
ス
ト
教

は
「
東
山
荘
協
議
会
」
を
基
点
に
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
を
再
び
見
る
契
機
に
な
っ
た
。
前
節
で
も
見
た
よ
う
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
、
韓
国

キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
「
日
本
政
府
お
よ
び
国
民
が
犯
し
た
数
多
く
の
政
治
的
人
権
上
の
罪
悪
に
対
し
て
日
本
教
会
は
こ
う
べ
を
垂
れ
て
悔

い
改
め
て
心
か
ら
謝
罪
す
る
」
態
度
を
受
け
継
い
で
き
た
。
だ
が
「
日
韓
基
本
条
約
」
に
よ
っ
て
韓
国
政
府
だ
け
を
朝
鮮
半
島
で
唯
一
の
政

府
と
認
定
し
て
、
北
朝
鮮
政
府
を
無
視
な
い
し
敵
視
す
る
日
本
国
内
の
状
況
で
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
い
か
な

る
情
報
も
関
心
も
持
て
な
か
っ
た
の
が
事
実
で
あ
る
）
25
（

。
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日
本
社
会
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
認
識
は
、
共
産
主
義
一
般
に
対
す
る
資
本
主
義
国
家
の
漠
然
と
し
た
嫌
悪
と
脈
を
同
じ
に
し
た
。
さ
ら

に
、
朝
鮮
戦
争
期
に
朝
鮮
半
島
が
共
産
化
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
次
は
日
本
と
い
う
不
安
感
が
全
国
的
に
広
ま
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
日
本
社

会
の
北
朝
鮮
に
対
す
る
認
識
は
当
時
の
北
朝
鮮
脅
威
論
か
ら
具
体
化
さ
れ
て
深
刻
化
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
政
界
は
北
朝
鮮
脅
威
論
と
嫌
悪
の
世
論
を
刺
激
し
て
北
朝
鮮
と
い
う
植
民
地
支
配
の
一
方
に
対
し
て
謝
罪
ど
こ
ろ

か
、
む
し
ろ
自
分
た
ち
の
誤
り
を
隠
す
良
い
方
便
と
し
て
世
論
を
塗
り
替
え
て
き
た
。
当
時
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
も
北
朝
鮮
に
対
す
る
日
本

社
会
の
偏
見
か
ら
自
由
で
な
か
っ
た
の
だ
。
と
こ
ろ
で
「
東
山
荘
協
議
会
」
を
た
ど
り
な
が
ら
世
界
教
会
の
一
員
と
し
て
、
さ
ら
に
朝
鮮
半

島
分
断
の
遠
因
を
提
供
し
た
当
事
者
と
し
て
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
、
朝
鮮
半
島
の
平
和
統
一
の
た
め
に
そ
れ
な
り
の
方
向
で
接
近
し
て
い
っ

た
。
そ
の
方
向
は
、（
1
）北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
北
朝
鮮
を
国
際
社
会
の
孤
立
か
ら
抜
け
出
す
よ
う
に
す
る
こ
と
、（
2
）朝
鮮
半
島

平
和
統
一
に
友
好
的
な
周
辺
情
勢
を
形
成
す
る
こ
と
、
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
北
朝
鮮
を
国
際

社
会
の
孤
立
か
ら
抜
け
出
す
よ
う
に
す
る
方
向
は
、
も
っ
と
細
か
く
見
れ
ば
二
種
類
の
方
向
に
分
か
れ
る
。
第
一
に
、
北
朝
鮮
社
会
に
対
す

る
日
本
社
会
の
偏
見
を
正
す
運
動
で
あ
る
。
一
歩
進
ん
で
日
本
政
府
に
と
っ
て
、
北
朝
鮮
に
対
し
て
植
民
地
支
配
に
対
し
て
謝
罪
し
て
、
北

朝
鮮
政
府
と
の
対
話
を
促
す
こ
と
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
政
府
と
国
会
を
相
手
に
行
っ
た
「
植
民
地
支
配
の
謝
罪
お
よ
び
清
算
と
新
し
い

日
朝
関
係
を
促
す
国
民
署
名
運
動
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
運
動
は
、
七
〇
年
代
の
韓
国
民
主
化
運
動
に
連
帯
運
動
を
展
開
し
た
日
本
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
主
軸
に
な
っ
て
展
開
し
た
運
動
だ
っ
た
。
こ
の
運
動
は
、
日
本
政
府
が
大
韓
民
国
に
対
し
て
真
の
謝
罪
を
し
な
い
ま
ま
、
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
に
対
し
て
は
い
か
な
る
謝
罪
も
な
く
無
視
な
い
し
敵
視
政
策
を
続
け
て
、
朝
鮮
半
島
分
断
に
加
担
し
て
き
た
と
規
定

し
て
、
政
府
と
国
会
を
し
て
朝
鮮
半
島
植
民
地
支
配
を
謝
罪
し
て
国
際
社
会
の
道
義
に
よ
り
罪
を
清
算
し
て
日
朝
関
係
を
正
常
化
さ
せ
る
べ

き
だ
と
い
う
こ
と
が
趣
旨
で
あ
る
）
26
（

。
も
ち
ろ
ん
こ
の
運
動
は
日
本
社
会
に
大
き
い
反
響
を
起
こ
せ
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
社
会
の
知
識
人
に
北
朝
鮮
に
対
す
る
前
向
き
で
あ
る
見
解
を
持
つ
よ
う
に
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
た
。

次
に
北
朝
鮮
を
国
際
社
会
の
孤
立
か
ら
抜
け
出
す
よ
う
に
す
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
細
部
的
方
向
は
、
南
北
の
直
接
的
な
出
会
い
の
場
を
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提
供
す
る
役
割
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
一
九
八
八
年
一
〇
月
に
東
京
で
N
C
C
J
の
主
催
に
開
催
さ
れ
た
「
朝
鮮
半
島
平
和
・
統
一
と

日
本
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
一
九
八
六
年
九
月
に
W
C
C
国
際
問
題
委
員
会
（
C
C
I
A
）
が
主
管
し
た

第
一
回
グ
リ
オ
ン
会
議
で
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
歴
史
的
出
会
い
が
あ
っ
た
。
こ
の
席
に
N
C
C
J
の
代
表
も
参
加
し
た
が
、
東
海
林
勤

（
N
C
C
J
前
総
幹
事
）
牧
師
は
「
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
徒
代
表
と
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
徒
代
表
は
率
直
に
話
を
交
わ
し
て
、
最
後
の
日
に
は

聖
餐
に
共
に
参
加
し
て
一
つ
に
な
っ
て
お
互
い
を
熱
く
抱
き
し
め
た
。 

…
…
こ
こ
に
南
北
両
国
の
和
解
と
統
一
が
先
取
り
さ
れ
た
こ
と
を

感
じ
て
深
い
感
動
を
受
け
た
」
と
し
、
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
出
会
い
を
心
よ
り
祝
っ
て
喜
び
を
共
に
分
け
た
）
27
（

。

第
一
回
グ
リ
オ
ン
会
議
に
N
C
C
J
代
表
団
が
参
加
し
た
の
が
契
機
に
な
っ
て
、
朝
鮮
対
外
文
化
連
絡
協
会
の
招
請
で
N
C
C
J
の
代

表
三
人
、
す
な
わ
ち
隅
谷
三
喜
男
（
N
C
C
J
信
徒
代
表
、
当
時
東
京
女
子
大
学
学
長
）、
前
島
宗
甫
（
N
C
C
J
総
幹
事
）、
中
嶋
正
昭

（
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団
総
幹
事
）
等
は
一
九
八
七
年
五
月
に
日
本
人
と
し
て
は
解
放
以
後
初
め
て
北
朝
鮮
を
訪
問
し
た
。
彼
ら
N
C
C
J
北

朝
鮮
使
節
団
は
、
黃
長
燁
・
朝
鮮
労
働
党
政
治
局
書
記
、
全
今
哲
・
祖
国
平
和
統
一
委
員
会
書
記
局
長
な
ど
北
朝
鮮
要
人
ら
と
会
い
、
日
本

の
朝
鮮
半
島
植
民
地
支
配
に
対
し
て
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
謝
罪
し
て
、
南
北
を
つ
な
ぐ
掛
け
橋
に
な
る
と
い
う
意
見
を
伝
達
し
た
。

彼
ら
は
引
き
続
き
「
朝
鮮
基
督
教
徒
連
盟
」（
以
下
、
朝
基
連
）
書
記
長
・
高
ギ
ジ
ュ
ン
牧
師
な
ど
と
会
談
し
て
、
翌
年
に
東
京
で
日
朝
韓

キ
リ
ス
ト
教
が
参
加
す
る
連
合
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
朝
基
連
代
表
を
招
待
し
た
）
28
（

。「
朝
鮮
半
島
平
和
・
統
一
と
日

本
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
予
定
通
り
に
開
催
さ
れ
る
な
ら
、
第
一
回
グ
リ
オ
ン
会
議
に
続
き
、
も
う
一
度
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
会
う
こ
と

に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
主
催
す
る
N
C
C
J
と
し
て
は
、
日
朝
韓
で
あ
る
三
カ
国
だ
け
が
集
ま
る
そ
れ
ほ
ど
盛
大

な
会
議
で
は
な
い
が
、「
神
様
は
私
た
ち
の
小
さ
く
て
取
る
に
足
り
な
い
努
力
で
あ
っ
て
も
決
し
て
疎
か
に
さ
れ
ず
、
あ
な
た
の
大
き
い
歴

史
を
成
し
遂
げ
て
い
る
の
に
ご
使
用
に
な
る
こ
と
」
と
い
う
希
望
で
、
南
北
朝
鮮
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
再
会
を
期
待
し
て
や
ま
な
か
っ
た
）
29
（

。

し
か
し
、
当
時
、
日
本
の
対
朝
政
策
に
不
満
が
あ
っ
た
北
朝
鮮
は
、
朝
基
連
の
日
本
訪
問
を
認
め
ず
、
朝
基
連
代
表
団
の
出
席
は
失
敗
に

終
わ
っ
た
ま
ま
、
日
韓
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
出
席
だ
け
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
進
行
さ
れ
た
）
30
（

。
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付
け
加
え
れ
ば
、
N
C
C
J
訪
朝
使
節
団
は
、
訪
朝
以
後
、
こ
れ
に
対
す
る
内
容
を
N
C
C
K
に
伝
達
す
る
た
め
に
韓
国
訪
問
を
何
回

も
試
み
た
が
、
韓
国
政
府
に
よ
る
ビ
ザ
発
行
拒
否
で
失
敗
に
終
わ
り
、
さ
ら
に
一
九
八
八
年
四
月
に
W
C
C
・
C
C
A
国
際
問
題
委
員
会

の
協
力
下
に
N
C
C
K
が
主
催
し
て
仁
川
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
キ
リ
ス
ト
教
朝
鮮
半
島
平
和
協
議
会
」
へ
参
加
し
よ
う
と
し
た
が
、
や

は
り
韓
国
政
府
の
ビ
ザ
発
行
拒
否
に
よ
っ
て
出
席
は
挫
折
し
た
）
31
（

。

だ
が
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
こ
れ
に
止
ま
る
こ
と
な
く
、
第
二
回
グ
リ
オ
ン
会
議
が
開
い
た
翌
年
で
あ
る
一
九
八
九
年
九
月
東
京
で
「
東

ア
ジ
ア
の
平
和
に
関
す
る
教
会
の
使
命
」
を
主
題
で
N
C
C
J
が
主
催
す
る
会
議
に
南
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
を
同
時
に
招
い
た
。 

こ
の
会

議
に
朝
基
連
代
表
団
の
李
チ
ョ
ル
牧
師
（
朝
基
連
副
委
員
長
）、
金
ウ
ン
ボ
ン
牧
師
、
金
ナ
ミ
ョ
ク
指
導
員
、
楊
ス
ウ
ン
指
導
員
な
ど
が
参

加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
で
最
初
に
南
北
朝
鮮
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
一
つ
の
席
で
会
う
こ
と
に
な
っ
た
）
32
（

。
以
後
、
九
〇
年
代
に
達
し
て

も
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
、
朝
鮮
半
島
統
一
問
題
に
お
い
て
南
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
出
会
い
の
場
を
直
接
的
、
間
接
的
に
斡
旋
し
た
り
、

支
援
し
た
り
す
る
役
割
を
遂
行
し
た
。

二
番
目
に
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
が
朝
鮮
半
島
統
一
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
方
向
は
平
和
統
一
に
友
好
的
な
周
辺
情
勢
を
形
成
す
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
。
朝
鮮
半
島
の
平
和
統
一
は
一
次
的
に
分
断
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
南
北
朝
鮮
の
両
当
事
者
の
意
志
問
題
だ
が
、
一
方
で
北

東
ア
ジ
ア
平
和
ム
ー
ド
の
造
成
も
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
。
だ
が
、
分
断
の
直
接
的
、
間
接
的
の
原
因
を
提
供
し
た
当
事

国
で
あ
る
米
国
と
日
本
は
、
日
米
安
保
条
約
（
一
九
六
〇
）
を
基
点
に
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
に
逆
行
す
る
政
策
を
行
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち

駐
日
米
軍
と
日
本
自
衛
隊
は
北
東
ア
ジ
ア
の
有
事
事
態
に
備
え
て
、
軍
事
的
主
導
権
を
取
得
す
る
と
い
う
名
分
で
軍
備
増
強
と
軍
事
協
力
を

持
続
し
て
き
た
の
だ
。
こ
れ
は
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
ム
ー
ド
造
成
に
こ
の
上
な
く
大
き
な
障
害
物
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。「
東
山

荘
協
議
会
」
の
前
後
ぐ
ら
い
に
、
朝
鮮
半
島
平
和
統
一
の
た
め
の
世
界
教
会
の
各
種
会
議
で
も
こ
の
点
を
明
確
に
認
識
し
て
い
て
、
世
界
教

会
が
北
東
ア
ジ
ア
の
軍
事
的
対
決
解
消
の
た
め
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
何
度
も
強
調
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
）
33
（

。

そ
れ
で
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
日
本
国
内
の
駐
日
米
軍
と
自
衛
隊
の
軍
備
増
強
を
阻
止
し
て
、
北
東
ア
ジ
ア
で
の
緊
張
緩
和
の
た
め
に
努
力
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す
る
の
を
主
要
な
課
題
と
し
た
。
特
に
、
駐
日
米
軍
の
核
戦
争
力
増
強
は
日
米
韓
軍
事
同
盟
に
よ
っ
て
北
朝
鮮
を
「
敵
国
」
と
見
な
し
て
い

る
状
況
で
、「
万
一
、
局
地
的
な
核
戦
争
が
勃
発
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
他
で
も
な
い
朝
鮮
半
島
に
な
る
こ
と
」
と
い
う
憂
慮
を
も
た
ら
す

の
に
充
分
な
こ
と
で
あ
っ
た
）
34
（

。
ま
た
、
駐
日
米
軍
の
重
要
な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
を
自
任
し
て
い
る
日
本
が
、
米
国
と
ソ
連
に
続
き
世
界
三

位
の
軍
事
費
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
は
北
東
ア
ジ
ア
の
平
和
定
着
を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
一
歩
進
ん
で
朝
鮮
半
島
の
平
和
統
一
に
重
大

な
障
害
に
な
る
の
で
あ
る
）
35
（

。

3
．
分
断
問
題
に
対
す
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
認
識
と
そ
の
意
義

上
記
の
よ
う
に
朝
鮮
半
島
統
一
運
動
に
お
い
て
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
は
世
界
教
会
の
一
員
と
し
て
そ
の
歩
調
を
合
わ
せ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
側
面
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
役
割
は
、
米
国
キ
リ
ス
ト
教
や
ド
イ
ツ
キ
リ
ス
ト
教
の
そ
れ
と
大
き
く
異
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
半
島
統
一
運
動
に
あ
っ
て
の
日
本
キ
リ
ス
ト
教
の
独
特
な
点
は
分
断
問
題
を
見
つ
め
る

彼
ら
の
認
識
で
あ
ろ
う
。 

こ
こ
で
は
分
断
問
題
に
対
す
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
認
識
に
対
し
て
調
べ
よ
う
と
思
う
。

一
九
八
七
年
五
月
、
N
C
C
J
の
訪
朝
使
節
団
の
信
徒
代
表
で
北
朝
鮮
を
訪
問
し
た
隅
谷
三
喜
男
教
授
は
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
に
対
し

て
次
の
通
り
論
じ
て
い
る
。

明
確
に
南
北
の
分
断
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
米
国
と
ソ
連
で
、
三
八
度
線
で
朝
鮮
半
島
を
分
断
し
た
。 

そ
し
て
東
西
冷
戦

の
爆
発
と
し
て
朝
鮮
半
島
は
戦
場
に
な
っ
た
し
、
南
北
対
立
は
深
い
傷
を
残
し
て
し
ま
っ
た
。 

し
か
し
、
米
ソ
が
朝
鮮
半
島

を
分
断
し
た
こ
と
は
植
民
地
状
況
か
ら
始
ま
っ
た
た
め
で
あ
る
。
そ
の
点
で
日
本
の
責
任
は
免
れ
な
い
だ
ろ
う
）
36
（

。
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ま
た
N
C
C
J
前
総
幹
事
で
あ
っ
た
東
海
林
勤
牧
師
は
一
九
八
八
年
一
〇
月
に
N
C
C
J
の
主
催
で
東
京
に
て
開
催
さ
れ
た
「
朝
鮮
半

島
平
和
・
統
一
と
日
本
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
演
説
で
次
の
通
り
話
し
て
い
る
。 

朝
鮮
半
島
の
南
北
分
断
は
日
本
の
朝
鮮
侵
略
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
三
八
度
線
は
日
本
の

関
東
軍
と
大
本
営
（
注
：
当
時
の
日
本
軍
総
司
令
部
）
の
区
画
線
で
、
こ
れ
が
分
断
の
境
界
線
に
な
っ
た
の
も
見
逃
せ
な
い
事

実
で
あ
る
）
37
（

。

朝
鮮
半
島
統
一
運
動
は
根
本
的
に
南
北
の
分
断
状
況
か
ら
始
ま
っ
た
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
朝
鮮
半
島
の
分
断
状
況
は
遡
れ
ば
米
ソ
の
分
割

占
領
と
後
に
続
い
た
朝
鮮
戦
争
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で
一
歩
先
に
進
め
ば
、
日
本
の
朝
鮮
半
島
占
領
と
植
民
地
支
配
に

そ
の
遠
因
が
あ
る
の
だ
。
す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
の
分
断
状
況
は
直
接
に
は
米
ソ
の
分
割
占
領
だ
が
、
さ
ら
に
根
本
的
に
は
日
本
の
朝
鮮
半
島

植
民
地
支
配
と
い
う
歴
史
的
要
因
に
収
束
さ
れ
る
。
ま
さ
に
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
認
識
に
基
づ
い
て
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
朝
鮮
半
島
分
断

問
題
を
日
本
の
責
任
ま
た
は
罪
責
と
し
て
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
認
識
は
日
本
の
進
歩
的
知
識
人
か
ら
難
な
く
探
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
専
門
家
で
あ
る
和
田
春
樹

教
授
（
東
京
大
学
）
は
「
分
断
は
朝
鮮
半
島
に
対
す
る
日
本
の
植
民
地
支
配
の
帰
結
」
と
言
い
な
が
ら
、
次
の
通
り
歴
史
的
状
況
を
論
証
し

て
い
る
。

日
本
の
植
民
地
支
配
を
終
わ
ら
せ
る
方
式
で
も
分
割
占
領
と
関
係
が
な
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦
争
末
期
に
日
本
の
天
皇
制
政

府
が
少
し
で
も
理
性
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ソ
連
が
参
戦
す
る
前
に
戦
争
を
終
結
さ
せ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

…
…
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し
か
し
、
日
本
政
府
は
多
く
の
警
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇
制
を
守
る
た
め
に
降
参
の
時
期
を
遅
ら
せ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

…
… 

七
月
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
が
発
表
さ
れ
た
後
、
鈴
木
首
相
は
「
こ
れ
を
黙
殺
す
る
」
と
話
す
な
ど
非
常
に
深
い
罪
を
犯
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
八
月
六
日
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
後
に
も
直
ち
に
降
参
の
た
め
の
対
話
に
出
な
か
っ
た
し
、
御
前
会
議
が

開
か
れ
た
日
で
あ
る
八
月
九
日
は
ソ
連
が
参
戦
し
た
後
で
し
た
。 

…
…
そ
の
結
果
と
し
て
ソ
連
が
参
戦
し
た
後
、
日
本
は
崩

壊
し
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
朝
鮮
半
島
は
ほ
と
ん
ど
自
動
的
に
分
割
占
領
さ
れ
る
ほ
か
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
の
過
去

の
植
民
地
で
米
ソ
の
分
割
占
領
に
な
っ
た
の
は
朝
鮮
半
島
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
朝
鮮
半
島
の
分
断
に
対
し
て
、
日
本
は

こ
の
上
な
く
大
き
い
責
任
が
あ
り
ま
す
）
38
（

。

す
な
わ
ち
朝
鮮
半
島
の
分
断
は
、
太
平
洋
戦
争
の
敗
色
が
明
確
に
な
っ
た
状
況
で
朝
鮮
半
島
の
完
全
な
独
立
を
間
接
的
に
保
障
し
た
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
て
降
参
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
は
ソ
連
が
参
戦
を
警
告
す
る
と
い
う
の
に
、

「
ソ
連
の
参
戦
は
そ
の
ま
ま
朝
鮮
半
島
分
割
占
領
」
が
明
確
に
予
測
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天
皇
制
を
守
る
た
め
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
八
月
六
日
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
状
況
で
も
直
ち
に
降
参
を
宣
言
し
た
と
す
れ
ば
、
ソ
連
参
戦
（
一
九
四
五
・ 

八
・
八
）
の
口
実
を
提
供
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
当
時
の
日
本
の
天
皇
制
政
府
は
天
皇
制
を
保
護
す
る
た
め

に
、
朝
鮮
半
島
分
割
と
い
う
途
方
も
な
い
災
難
を
呼
び
起
こ
し
た
原
因
を
提
供
し
た
と
論
じ
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
分
断
の
固
定
化
に
も
日
本
の
責
任
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。「
日
韓
基
本
条
約
」
第
三
条
に
「
大
韓
民

国
政
府
が
国
際
連
合
総
会
の
決
定
第
一
九
五
号（
Ⅲ
）に
明
示
さ
れ
た
通
り
、
朝
鮮
半
島
に
あ
っ
て
の
唯
一
の
合
法
政
府
で
あ
る
こ
と
を
確

認
す
る
」
と
明
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
朝
鮮
半
島
の
分
断
を
固
定
化
す
る
外
交
的
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
東
海
林
勤
牧
師
は
一
九 

八
八
年
一
〇
月
N
C
C
J
の
主
催
で
東
京
で
開
催
さ
れ
た
「
朝
鮮
半
島
平
和
・
統
一
と
日
本
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
演
説
で
こ
の
よ
う
な
点

も
次
の
通
り
指
摘
し
て
い
る
。
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一
九
六
五
年
に
日
韓
基
本
条
約
を
結
ん
で
南
側
の
韓
国
と
国
交
を
開
い
た
後
、
…
…
北
朝
鮮
に
対
し
て
は
一
貫
し
て
対
米
追

従
的
な
姿
勢
を
持
続
し
て
、
北
朝
鮮
へ
の
謝
罪
ど
こ
ろ
か
無
視
あ
る
い
は
敵
視
す
る
政
策
を
継
続
し
て
き
て
い
る
。 

…
…
こ

の
よ
う
な
日
本
の
態
度
は
経
済
外
交
軍
事
な
ど
の
面
で
朝
鮮
半
島
の
南
北
分
断
を
固
定
化
し
て
南
北
の
緊
張
を
高
め
る
こ
と
に

出
る
こ
と
で
あ
る
）
39
（

。

換
言
す
れ
ば
現
実
的
に
南
北
が
軍
事
的
に
対
立
し
て
い
る
朝
鮮
半
島
状
況
で
韓
国
を
朝
鮮
半
島
の
唯
一
の
合
法
的
政
府
で
日
本
が
認
め

る
の
は
北
朝
鮮
を
孤
立
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
朝
鮮
半
島
を
永
久
に
分
断
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。 

こ
れ
に

対
し
て
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
の
専
門
家
・
和
田
春
樹
教
授
（
東
京
大
学
）
は
や
は
り
似
た
見
解
を
見
せ
て
い
る
。 

和
田
教
授
は
、「（
1
）韓

国
政
府
の
地
位
お
よ
び
管
轄
権
に
対
す
る
具
体
的
合
意
が
な
い
。（
2
）日
米
韓
三
国
の
集
団
安
保
体
制
を
一
層
強
化
す
る
意
味
を
持
っ
た
。

（
3
）本
条
約
は
南
北
の
分
裂
を
固
定
化
さ
せ
て
軍
事
的
対
立
を
一
層
激
化
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
。（
4
）本
条
約
は
実
質
的
に
北
朝
鮮
を
孤

立
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
、
こ
の
条
約
に
反
対
し
た
東
京
大
学
教
授
団
の
声
明
（
一
九
六
五
・
一
一
・
一
三
）
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
日
韓
基
本
条
約
」
よ
り
も
南
北
を
差
別
な
く
遇
す
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
同
条
約
は
植
民
地
支
配
を
謝
罪
し
て
清
算
す
る
機
会
を

逃
す
こ
と
に
な
っ
た
と
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
い
る
）
40
（

。

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
に
対
す
る
認
識
は
、（
1
）分
断
の
原
因
に
対
す
る
日
本
の
責

任
、（
2
）「
日
韓
基
本
条
約
」
に
よ
る
分
断
固
定
化
の
責
任
な
ど
で
要
約
で
き
そ
う
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
土
台
に
は
、
朝
鮮

半
島
分
断
に
一
歩
退
い
た
客
観
的
立
場
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
南
北
に
対
し
て
比
較
的
公
正
で
同
等
に
接
近
し
よ
う
と
す

る
見
解
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。 

こ
の
よ
う
な
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
認
識
は
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
に
お
い
て
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
に
示
唆

す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。



32

ま
ず
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
認
識
は
分
断
の
原
因
に
対
し
て
日
本
の
積
極
的
な
責
任
を
認
め
る
見
解
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
れ
を
違
う
見
解
で
接
近
す
れ
ば
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
主
流
一
般
が
持
っ
て
い
る
認
識
の
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
分
断
の
責
任
を
北
朝
鮮
の

「
南
へ
の
侵
略
」
に
だ
け
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
分
断
問
題
に
対
す
る
支
配
的
な
見

解
は
、
一
部
の
進
歩
的
な
見
解
を
除
い
て
は
ほ
と
ん
ど
画
一
的
に
、
そ
し
て
と
ん
で
も
な
く
「
反
共
」
に
帰
結
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
分
断
と
統
一
問
題
に
対
す
る
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
足
跡
を
詳
細
に
研
究
し
た
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
ハ
ン
教
授
は
、「
神
学
的
な
立

場
の
違
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
韓
国
教
会
が
解
放
以
後
一
九
七
〇
年
代
ま
で
南
北
統
一
問
題
を
見
つ
め
る
一
つ
の
統
一
さ
れ
、
一
貫
し
た
枠

組
み
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
〝
反
共
〞
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
）
41
（

。

と
こ
ろ
で
先
述
し
た
よ
う
に
、
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
に
対
す
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
告
白
的
認
識
は
「
日
本
人
自
身
の
責
任
」
と
い
う

見
解
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
朝
鮮
半
島
を
武
力
で
占
領
し
て
三
六
年
間
続
け
て
支
配
し
て
き
た
当
事
者
が
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

当
然
な
認
識
と
片
付
け
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
他
の
側
面
で
見
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
は
単
純
で
画
一
的
な
枠
組
み
で
ア
プ
ロ
ー
チ
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
点
を
示
唆
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
分
断
問
題
に
対
す
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
責
任
意
識
は
分
断
の

一
方
の
当
事
者
で
あ
る
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
を
歴
史
的
な
が
ら
も
、
科
学
的
に
そ
し
て
立
体
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ

せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
点
を
間
接
的
に
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

韓
国
キ
リ
ス
ト
教
が
こ
の
よ
う
に
示
唆
さ
れ
る
点
を
見
逃
す
の
で
あ
れ
ば
、
分
断
問
題
に
関
す
る
限
り
「
福
音
よ
り
は
反
共
」
と
い
う
自

己
喪
失
の
罠
に
陥
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
点
で
N
C
C
K
の
「
民
族
の
統
一
と
平
和
に
対
す
る
韓
国
キ
リ
ス
ト

教
会
宣
言
」（
一
九
八
八
）
は
分
断
の
原
因
を
強
大
国
の
冷
戦
体
制
の
対
立
が
表
れ
た
構
造
的
罪
悪
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
た
し
、
ま
た
、

分
断
の
責
任
に
対
し
て
私
た
ち
自
ら
の
誤
り
を
告
白
し
た
と
い
う
点
で
高
く
評
価
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
）
42
（

。

次
に
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
分
断
問
題
に
関
す
る
認
識
の
示
唆
す
る
点
は
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
北
朝
鮮
に
公
正
な
が
ら
も
同
等
な

見
解
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
日
本
政
界
は
米
国
主
導
の
日
米
韓
三
国
安
保
体
制
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
朝
鮮
半
島
分
断
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問
題
に
あ
っ
て
北
朝
鮮
を
孤
立
さ
せ
る
政
策
を
堅
持
し
て
き
た
。
ま
た
、
日
本
社
会
の
一
般
人
は
日
本
政
界
が
世
論
を
塗
り
替
え
た
ま
ま
、

北
朝
鮮
に
対
す
る
極
端
な
偏
見
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
現
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
冷
戦
的
思
考
か
ら
派
生
し
た
見
解
と
も
言
え
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
が
北
朝
鮮
に
対
し
て
公
正
で
同
等
な
見
解
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
は
「
中
間
者
的
な
立

場
」
言
い
換
え
れ
ば
「
中
道
的
な
立
場
」
に
立
っ
て
い
る
た
め
だ
と
見
な
さ
れ
る
。 

韓
国
キ
リ
ス
ト
教
は
統
一
問
題
に
お
い
て
だ
け
で
な

く
、
他
の
問
題
に
も
同
じ
よ
う
に
保
守
と
進
歩
が
排
他
的
に
対
立
し
て
き
た
。
こ
れ
は
両
側
を
全
部
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
均
衡
的
な
神

学
的
立
場
が
不
在
し
た
た
め
と
見
な
さ
れ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
・
ソ
ン
ハ
ン
教
授
の
表
現
を
借
り
る
な
ら
「
神
様
の
前
人
民
の
普

遍
性
」
が
欠
如
し
た
た
め
で
あ
る
）
43
（

。
し
た
が
っ
て
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
分
断
問
題
に
関
す
る
認
識
の
示
唆
す
る
点
で
知
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
が
未
来
指
向
的
な
統
一
談
論
を
主
導
し
て
い
く
た
め
に
は
保
守
と
進
歩
、
韓
国
と
北
朝
鮮
を
合
わ
せ
ら
れ
る

中
道
的
で
あ
り
均
衡
的
な
そ
し
て
実
践
的
な
神
学
の
領
域
を
拡
大
す
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

お
わ
り
に

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
の
朝
鮮
半
島
統
一
運
動
に
お
い
て
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
、
当
時
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
の
主
な
統

一
運
動
方
向
だ
っ
た
南
北
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
出
会
い
に
決
定
的
と
は
言
え
な
く
て
も
、
直
接
的
、
間
接
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
れ
は
統

一
運
動
に
お
い
て
、
世
界
教
会
の
一
員
と
し
て
の
協
力
と
い
う
側
面
も
あ
る
が
、
も
う
少
し
積
極
的
に
見
れ
ば
、
彼
ら
な
り
の
方
向
性
か
ら

始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
り
の
方
向
性
は
、
ま
ず
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
北
朝
鮮
を
国
際
社
会
の
孤
立
か
ら
抜
け
出
さ
せ
る
よ

う
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
朝
鮮
半
島
の
平
和
統
一
に
友
好
的
な
周
辺
情
勢
を
形
成
す
る
こ
と
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
面

は
、
以
後
九
〇
年
代
、
統
一
運
動
に
も
そ
の
素
地
を
綿
々
と
継
承
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
。 
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ま
た
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
分
断
問
題
を
見
る
認
識
は
、
分
断
に
対
す
る
責
任
な
い
し
罪
責
意
識
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち

朝
鮮
半
島
の
分
断
状
況
は
直
接
的
に
は
米
ソ
の
分
割
占
領
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
根
本
的
に
は
日
本
の
朝
鮮
半
島
植
民
地
支
配
に
よ
る
と
い
う

歴
史
的
認
識
で
あ
る
。
そ
し
て
「
日
韓
基
本
条
約
」
を
通
じ
て
、
日
本
が
南
北
の
分
断
状
況
を
固
定
化
し
て
い
る
と
批
判
し
て
、
そ
れ
に
対

す
る
日
本
人
と
し
て
の
責
任
意
識
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
し
て
日
本
キ
リ
ス
ト
教
徒
自
身
が
直
接
的
に
表
現
し
は
し
な
か
っ
た
が
、
彼
ら
の
認
識
に
は
北
朝
鮮
キ
リ
ス
ト
教
お
よ
び
北
朝
鮮
を
公

正
で
同
等
に
見
よ
う
と
す
る
見
解
が
入
り
込
ん
で
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
認
識
で
、
私
た
ち
は
朝
鮮
半
島
分
断
問
題
を
歴
史

的
な
が
ら
も
科
学
的
に
そ
し
て
立
体
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
示
唆
す
る
点
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
北
朝
鮮
を
公
正
で
同
等
に
見
る
視
角
で
私
た
ち
は
韓
国
キ
リ
ス
ト
教
中
に
「
中
道
的
な
立
場
」
の
神
学
的
領
域
が
拡
大
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
示
唆
点
も
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
、
日
本
キ
リ
ス
ト
教
は
、「
八
百
万
神
」
の
多
神
教
的
な
宗
教
文
化
が
生
活
あ
ち
こ
ち
に
入
り
込
ん
で
い
る
日
本
社
会
で
彼
ら
自

ら
が
一
％
に
も
至
ら
な
い
少
数
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
善
良
な
サ
マ
リ
ア
人
の
よ
う
に
自
身
よ
り
さ
ら
に
弱
く
て
苦
難
に
あ
る

人
々
に
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
教
え
で
あ
る
「
世
の
光
」、「
地
の
塩
」
と
同
じ
役
割
を
希
望
し
て
、「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
な
り
の
方
向
」
で

実
践
し
て
い
く
教
会
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
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注

（
1
） ｢

민
족
의 
통
일
과 

평
화
에 

대
한 

한
국
기
독
교
회 

선
언
」、
한
국
기
독
교
교
회
협
의
회 

통
일
위
원
회 

편
、『
한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 

자
료

집
』、
한
국
기
독
교
교
회
협
의
회
、2000, pp. 102~110.

﹇「
民
族
の
統
一
と
平
和
に
対
す
る
韓
国
基
督
教
会
の
宣
言
」、
韓
国
基
督
教
教
会
協
議

会
統
一
委
員
会
編
『
韓
国
教
会
平
和
統
一
運
動
資
料
集
』
韓
国
基
督
教
教
会
協
議
会
﹈。

（
2
） 

こ
こ
で
の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
及
び
そ
の
関
連
機
関
を
示
す
。

（
3
） 「
両
締
約
国
間
に
外
交
お
よ
び
領
事
関
係
が
開
設
さ
れ
る
。
両
締
約
国
は
、
大
使
の
資
格
を
有
す
る
外
交
使
節
を
遅
滞
な
く
交
換
す
る
も
の
と
す

る
。
ま
た
、
両
締
約
国
は
、
両
国
政
府
に
よ
り
合
意
さ
れ
る
場
所
に
領
事
館
を
設
置
す
る
」。『
日
韓
基
本
条
約
』
第
一
条
。

（
4
） 

一
九
六
五
年
七
月
五
〜
六
日
、
ソ
ウ
ル
地
域
の
教
職
者
た
ち
が
ソ
ウ
ル
永
楽
教
会
に
集
ま
っ
て
批
准
を
反
対
す
る
祈
祷
会
を
開
催
し
、
一
二
六

名
が
連
署
し
た
「
韓
日
協
約
批
准
反
対
宣
言
文
」
を
発
表
し
た
。
김
수
진
、『
한
일
교
회
의 

역
사
』、
대
한
기
독
교
서
회
、1990, pp. 262

―266.

﹇
金
ス
ジ
ン
『
韓
日
教
会
の
歴
史
』
大
韓
基
督
教
書
会
﹈

（
5
） 

1
9
4
8
년 

5
월 

17
일 

창
립
、
2
0
0
9
년 

현
재 
6
개
의 

교
회
、
8
개
의 

기
독
교
단
체
가 

정
회
원
으
로 

가
맹
되
어 

있
고
、
준
가
맹
교
회 

및 

단
체
는 

18
개
이
다
。
일
본
기
독
교
교
회
협
의
회 

홈
페
이
지
（http://w

w
w

.ncc-j.org/

）。

（
6
） 

김
수
진
、『
일
본
기
독
교
의 

발
자
취
』、
한
국
장
로
교
출
판
사
、2003, p. 201.

﹇
金
ス
ジ
ン
『
日
本
基
督
教
の
歩
み
』
韓
国
長
老
教
出
版
社
﹈

（
7
） 

1
9
3
9
년
에 

공
포
된 『
종
교
단
체
법
』
에 

의
해 

기
독
교 

제 

교
파
가 

하
나
의 

교
단
으
로 

통
합
되
면
서
、
1
9
4
1
년 

6
월
에 

기
독
교 

단
일

교
단
인
「
일
본
기
독
교
단
」
이 

성
립
하
였
다
。

（
8
） 

日
本
基
督
教
団
出
版
局
編
、『
日
本
基
督
教
団
史
資
料
集
』
第
四
巻
、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
八
年
、
二
六
―
二
七
頁
。

（
9
） 『
キ
リ
ス
ト
年
鑑
』、
キ
リ
ス
ト
新
聞
社
、
一
九
九
二
年
、
一
九
〇
―
一
九
一
頁
参
照
。

（
10
） 

大
貫
隆
他
編
、『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
「
鈴
木
正
久
」
項
目
参
照
。

（
11
） 

姜
信
範
、｢

堤
岩
教
会
三
・
一
運
動
史
」、
小
笠
原
亮
一
他
、『
三
・
一
独
立
運
動
と
堤
岩
里
事
件
』、
日
本
基
督
教
団
出
版
局
、
一
九
八
九
年
、
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五
六
頁
。

（
12
） 
尾
山
令
仁
、「
一
つ
の
謝
罪
運
動
」、『
福
音
と
世
界
』
一
二
月
号
、
新
敎
出
版
社
、
一
九
七
〇
年
、
五
八
―
六
〇
頁
。

（
13
） 
同
上
書
、
六
三
頁
。

（
14
） 

韓
国
基
督
教
歴
史
研
究
所
編
、
信
長
正
義
訳
、『
三
・
一
独
立
運
動
と
堤
岩
里
教
会
事
件
』、
神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
出
版
局
、
一
九
九
八
年
、

二
四
七
頁
。

（
15
） 

이
만
열
、『
한
국
기
독
교
와 

민
족
통
일
운
동
』、
한
국
기
독
교
역
사
연
구
소
、2001, p. 382.

﹇
李
萬
烈
『
韓
国
基
督
教
と
民
族
統
一
運
動
』
韓
国

基
督
教
歴
史
研
究
所
﹈

（
16
） 

한
국
기
독
교
교
회
협
의
회 

통
일
위
원
회 

편
、『
한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 

자
료
집
』、
한
국
기
독
교
교
회
협
의
회
、2000, pp. 25

―29.

﹇
韓
国

基
督
教
教
会
協
議
会
統
一
委
員
会
編
『
韓
国
教
会
平
和
統
一
運
動
資
料
集
』
韓
国
基
督
教
教
会
協
議
会
﹈

（
17
） 

위
의 

글
、pp. 30

―31.

（
18
） 

84
년 

3
월
에 

열
린
「
한
・
북
미
교
회
협
의
회
」（
한
국
기
독
교
교
회
협
의
회
、
미
국
기
독
교
교
회
협
의
회
、
캐
나
다
교
회
협
의
회
）
의

「
제
3
차 

한
・
북
미
교
회
협
의
회 

공
동
성
명
」
에
서 

참
조
。
N
C
C
K 

통
일
위 

편
、『
한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 

자
료
집
』、pp. 32

―

34.

﹇
N
C
C
K
統
一
委
編
『
韓
国
教
会
平
和
統
一
運
動
資
料
集
』﹈

（
19
） 

위
의 

글
、pp. 36

―44.

（
20
） 

당
시 

북
한 

및 

북
한
기
독
교
에 

대
한 

보
수
적
인 

한
국
기
독
교
의 

인
식
에 

대
해
서
는 

다
음
의 

문
헌
을 

참
고
할 

것
。
정
성
한
、『
한
국
기
독
교 

통
일
운
동
사
』、
도
서
출
판 

그
리
심
、2006, pp.240

―260.
﹇
鄭
ソ
ン
ハ
ン
『
韓
国
基
督
教
統
一
運
動
史
』
図
書
出
版
グ
リ
シ
ム
﹈

（
21
） 『
キ
リ
ス
ト
新
聞
』、
一
九
八
四
年
一
二
月
八
日
号
。

（
22
） ｢

분
쟁
의 

평
화
적 

해
결
에 

대
한 

전
망
︱
도
잔
소
협
의
회
의 

보
고
와 
건
의
안
」、『
한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 

자
료
집
』、pp. 36

―44.

﹇「
紛
争

の
平
和
的
解
決
に
対
す
る
展
望
――
東
山
荘
協
議
会
の
報
告
と
建
議
案
」、『
韓
国
教
会
平
和
統
一
運
動
資
料
集
』﹈

（
23
） 

김
상
근
、｢

한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 

평
가
와 

제
언
」、
위
의 

책
、p. 16.
﹇
金
サ
ン
グ
ン
「
韓
国
教
会
平
和
統
一
運
動
評
価
と
提
言
」、
同
上

書
﹈

（
24
） 

재
일
대
한
기
독
교
회
（
K
C
C
J
）
평
화
통
일
선
교
위
원
회 

편
、『
평
화
통
일
과 

K
C
C
J
︱
조
국
의 

평
화
통
일
과 

선
교
에 

관
한 

기
독
자 

도

쿄
회
의 

평
가
자
료
집
』、
재
일
대
한
기
독
교
회
、2000, pp. 18

―21.

﹇
在
日
大
韓
基
督
教
会
（
K
C
C
J
）
平
和
統
一
宣
教
委
員
会
編
『
平
和
統
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一
と
K
C
C
J
――
祖
国
の
平
和
統
一
と
宣
教
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
者
東
京
会
議
評
価
資
料
集
』
在
日
大
韓
基
督
教
会
﹈

（
25
） 
隅
谷
三
喜
男
、｢

分
斷
の
呻
き
と
統
一
へ
の
希
望
」、
韓
國
問
題
キ
リ
ス
ト
者
緊
急
會
議
（
N
C
C
J
）・
N
C
C
ア
ジ
ア
資
料
セ
ン
タ
ー
、『
朝

鮮
半
島
の
平
和
と
統
一
を
も
と
め
て
』、
新
敎
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
三
―
四
頁
。

（
26
） 

東
海
林
勤
、｢

ア
ジ
ア
状
況
の
中
で
の
共
同
体
形
成
」、『
福
音
と
世
界
』
一
二
月
号
、
新
敎
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
一
二
頁
。

（
27
） 

東
海
林
勤
、「
南
北
統
一
と
キ
リ
ス
ト
者
の
課
題
」、『
朝
鮮
半
島
の
平
和
と
統
一
を
も
と
め
て
』、
新
敎
出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
三
九
頁
。

（
28
） 

N
C
C
J
제
31
회
총
회
보
고
서
、
N
C
C
K
통
일
위 

편
、『
한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 

자
료
집
』、pp. 94

―95.

﹇
在
日
大
韓
基
督
教
会

（
K
C
C
J
）
平
和
統
一
宣
教
委
員
会
編
『
平
和
統
一
と
K
C
C
J
――
祖
国
の
平
和
統
一
と
宣
教
に
関
す
る
キ
リ
ス
ト
者
東
京
会
議
評
価
資
料

集
』
在
日
大
韓
基
督
教
会
﹈

（
29
） 

N
C
C
J
の
元
総
幹
事
で
あ
っ
た
東
海
林
勤
牧
師
が
「
朝
鮮
半
島
の
平
和
・
統
一
と
日
本
」
と
い
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
講
演
。『
朝
鮮
半

島
の
平
和
と
統
一
を
も
と
め
て
』、
三
八
―
四
五
頁
。

（
30
） 

隅
谷
三
喜
男
、｢

分
斷
の
呻
き
と
統
一
へ
の
希
望
」、
三
―
四
頁
。

（
31
） 

N
C
C
K
통
일
위 

편
、『
한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 

자
료
집
』、p. 486.

﹇
N
C
C
K
統
一
委
編
『
韓
国
教
会
平
和
統
一
運
動
資
料
集
』﹈

（
32
） 

N
C
C
J
第
三
一
回
総
会
報
告
書
。

（
33
） ｢

제
3
차 

한·

북
미
교
회
협
의
회 

공
동
성
명
（1984.3

）」、｢

도
잔
소
보
고
서
（1984.10

）」、｢

아
시
아 

평
화
협
의
회 

성
명
（1985.2

）」、「
한

반
도
의 

평
화
와 

통
일
︱
미
국
교
회
협
의
회 

총
회 
정
책
성
명
（1986.10

）」、｢

한
반
도
의 

화
해
와 

통
일
에 

관
한 

결
의
문-

미
국
장
로
교
회 

제
1
9
8
차 

총
회 

특
별
성
명
（1986.12

）」
등
이
다
。『
한
국
교
회 

평
화
통
일
운
동 
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